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土佐堀川
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土佐堀川

大川（大阪ふれあいの水辺前）

堂島川（ほたるまち前）



13

土佐堀川
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土佐堀川干潮時 満潮時
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ブルーギル（外来種）

カワヒガイ（婚姻色）

ギギ
カマツカ

カネヒラ

●この他に、
・ コイ ・ オイカワ ・ ギンブナ ・ヨシノボリ類
・ コウライモロコ など

ウナギ

ウキゴリ

ヌマチチブ ゴクラクハゼ

●この他に、
・ スズキ
・ ボラ
・ マハゼ など

オオクチバス（外来種）
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様々なサイズの個体

稚ガニ

護岸の隙間は、隠れ場所
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イソシギ
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【計画・設計】
①住民参加型ワークショップ開始(H22.11)
②WSによる整備構想策定（H26.3）
③WSメンバーの学識経験者を中心した環境評価チームによ

り、環境調査結果の評価と整備構想ブラッシュアップ
(H29.2)

第13回ワークショップの様子 第15回ワークショップの様子
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整備イメージ平面図
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①基盤層
・ ドライ施工を必要としない
・ ヘドロを除去せず、割栗石等
で底上げ
・ 前面に捨石

②植生基盤
・ 植生基盤高 ･･･ 遊歩道側からヨシの穂先が最大

１．５ｍ程度 （ヨシの高さ：２．５ｍ）
・ １ ： ５．０ の緩勾配 （潮位差を考慮）
・ 幅員 ･･･ ２．５ｍ （維持管理、鬱蒼とならないよう）
・ 層厚 ･･･ ５０ｃｍ程度 （ヨシ地下茎の伸長を考慮）
・ ヨシは地下茎を含む転用土、または植生
淀川の河川土砂を使用

整備イメージ

ヨシ植栽による水生生物の生息場の保全、景観向上Ａゾーン

ヘドロ 1:
1.
5

H W L = O P + 2 . 1 0

L W L = O P + 1 . 2 0

護岸高 H= 2 . 9 1

1：5.0
平均潮位＝ OP+ 1 . 6 5

OP+2.20
OP+1.90

転用土

クラッシャーランφ40

吸出し防止材

割り栗石　φ50～150

O P + 1 . 4 0割り栗石　φ150～200

2 . 5

1.
5

②植生基盤

①基盤層
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Ａゾーン ヨシ植栽による水生生物の生息場の保全、景観向上

整備前 整備後



23

Ｂゾーン

・ 既設護岸を残置 （クロベンケイガニが護岸隙間に生息）
・ 護岸から緩勾配 １：５．０ で捨石敷設
・ 護岸天端のコンクリート撤去、砂質土に置き換え

整備イメージ

クロベンケイガニ生息場のエコアップ（稚ガニ遡上）
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Ｂゾーン クロベンケイガニ生息場のエコアップ（稚ガニ遡上）

整備後整備前
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Ｃゾーン

・ 自然河岸が残存 → 現況の環境を保全

・ 捨石 （１ ： ２．０ 勾配） による河岸保護

自然河岸の保全（浸食防止）
生物の生息場・水際環境の連続性の保全

整備イメージ
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Ｃゾーン
自然河岸の保全（浸食防止）
生物の生息場・水際環境の連続性の保全
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Ｃゾーン
自然河岸の保全（浸食防止）
生物の生息場・水際環境の連続性の保全



28

みお筋掘削 流れの形成によるヘドロ堆積・水草繁茂の抑制

流入箇所
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みお筋掘削

整備前

整備後
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その他付属施設 説明用看板・観察用ベンチ・管理用門扉

説明看板 ベンチ

ベンチ ベンチ
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①カキツバタ苗を採取

③植え付け ④植え付け完了⑤

②堆肥を混合
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６月初旬 開花
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①事前練習の様子

③ ④捕れた魚を学習

②
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地引き網で生物調査本番

アユ

オイカワ

コウライモロコ

コウライニゴイ

カワヒガイ

14匹

14匹

39匹

2匹

5匹

カマツカ

シロヒレタビラ

ゲンゴロウブナ

スズキ

オオクチバス

1匹

1匹

1匹

19匹

1匹

計 10種 97個体
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